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 要  旨 
本研究ではレーザーガイドスターに用いることのできる単一周波数で高出力な波長 1178 nm の
光源の開発を行った。波長 1178 nmから波長変換によって 589 nmを得ることができる。589 nm
に利得を持つ媒質が色素分子のみであることから一般的に波長変換によって発生させる方法が用
いられる。 
1178 nm 光源には MOPA 型の光増幅器を用いた。この光源の特徴としては光源の特性が
Master-Oscillatorによって決定づけられ、Power Amplifierではこの特性を維持したまま高出力
化することができることである。Master-Oscillatorとして外部共振器半導体レーザーの開発を行
った。外部共振器半導体レーザーは単一周波数が比較的容易に得られることと、発振波長を連続
的に変えることができる点で優れた光源である。しかし欠点としてはその出力パワーが低いこと
である。実際に作製した外部共振器半導体レーザーから線幅約 175kHz の単一周波数、出力パワ
ー約 150 mW が得られた。外部共振器半導体レーザーから出力光を増幅するために、Yb 添加し
たフォトニックバンドギャップファイバーを用いた。1178 nmは Ybの利得スペクトルの長波長
裾域に位置するため、短波長側の増幅自然放出が問題となる。そこでバンドギャップファイバー
の持つスペクトルフィルターの機能により 1178 nmでの動作を可能としている。しかし増幅自然
放出光を抑制することができても、この波長での誘導放出断面積は依然として小さいため効率よ
く増幅を行うために必要な飽和パワーは約 1.7 Wである。そのため、本実験ではフォトニックバ
ンドギャップファイバー増幅を行う前にファイバーラマン増幅を行いその増幅器出力をさらにバ
ンドギャップファイバーで増幅する 2 段の増幅器とした。ファイバーラマン増幅器の出力パワー
は 4.4 Wが得られ。バンドギャップファイバー増幅器では 24.6 Wが得られた。ファイバーラマ
ン増幅器ではハイブリッドラマンファイバーにより SBSの抑制を行い。バンドギャップファイバ
ーではブリルアン利得スペクトルの測定を行うことで、その SBSに対する特性の評価を行った。 
 
